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No．50  1996．3  

過疎地域（僻地）における地域課題としての地域振興策  

一幌加内町における鉄道廃止問題と大学との交流を手掛かりに一  

武田  泉（北海道教育大学岩見沢校）  

政サービスの改革・軽済合理性の観点からと，他方  

公平性という教育や国民の基本的権利の平等な享受  

等の観点からとの，要素の綾雑な絡み合いの中で事  

態が進行中である。したがって，過疎地域（僻地）  

において教育（授業内容）のみを抽出して問題を考  

えるというよりは．過疎地城（僻地）の開場を背景  

から検討されるような様々な要素を検討し．地域の  

全体條を明らかにした上で．教育間照にフィードバ  

ックする必要があろう。   

こうした間嘲意識のもと，本稿では対象地域を本  

学岩見沢校において長年にわたって「僻地・神式」  

教育実習を実施している幌加内町に設定し．そうし  

た過疎地域（僻地）における教育間照を考える上で  

の背景条件の検討を試みる。ここでは，地域課噂例  

と．して．1995年の鉄道廃止（深名線）同額と地域  

振興儒としての大学との交流に関して．予察的検討  

を行なう。  

1．はじめに一級青間瑠の背景としての過疎地   

域（僻地）の概念一  

我が国は．戦後の高度成長社会・工業化社会の到  

来に伴い，就美人口を中心に村落から都会への大規  

模な人口の移動が生じた。経済効率律先の経済政策  

もあって．人口の偏在は過疎過密同額を生じさせ．  

社会生活の様々な局面において生じる不均衡を固定  

化してしまったご 可処分所得の増大やモータリゼー  

ションなど交通・通信技術の急激な進展により．確  

かに田舎の村落でも表面的には都会並みのライフス  

タイルを享受が可能になった。とはいえ過疎地域  

（いわゆる僻地）では，日常生活上の利便性をはじ  

めとする．埋めることのできない格差が生じている。   

いわゆる「僻地性」の要素として，人口の減少す  

る過疎地城としての一般的な特徴の他∴辺境惟（中  

心的な都市地域からの遠隔性・乗離度）や隔絶性  

（山地・海などによって隔てられる度合い）が含ま  

れる。内陸僻地ではなく半島・鳥の場合は．隔絶性  

し↓ がさらに強化され「島眼性」として現われる（しか  

し，架橋等によって島が陸続きになった場合．島峡  

性は解消される）。こうした過疎地域（僻地）には，  

以上のような特徴が集中的に現われる「極」が存在  

し．そうした地域では極端な人口流失が挙家離村を  

生じさせている。北海道内は，首都地域からの遠隔  

性ゆえ，このような「棲」状況を強化させる傾向が  

強い。さらには自治体としての存立さえが危ぶまれ  

る事態も生じ．地域は朋横の危機を迎えることにも  

なりかねない。旧産炭地域のような，社会経済状況  

の激変に伴う事態によっても，地域崩壊の危機は現  

実化する（山下．1975）。   

ここで，過疎地域（僻地）における教育に目を転  

じると．とりわけ公教育では．学校の存立にかかわ  

る事態が人口減少に起因して進行している。すなわ  

ち，学校の統廃合に伴う地域の沈滞化，廃校舎の活  

用方法などの問題である。これらの闘将は，片や行  

2．幌加内町の現状と深名線鉄道の廃止   

1）鉄道廃止とは何か（鉄道廃止政策の展脚）   

過疎地域（僻地）における住民生活上の課題の一  

つとして交通間嘲があり．特に公共交通の運営は危  

機的状況にあり，その確保対策は困難をきわめる状  

況にある。とりわけ鉄道廃止間照は象徴的事例とい  

える。ここでは．幌加内町の現状を端的に表わす事  

象として深名線廃止問題を取り上げるが．鉄道廃止  

問題のメカニズムは．その議論と決定が非常に複雑  

でわかりにい。そのためまず、国鉄ローカル線政熊  

と地元の対応の歴史から述べていくことにする。   

かつて鉄道は．交通機関の中でも中心的役割を果  

たし，北海道内をはじめ全国各地で地域の発展・開  

発に貢献してきた。しかし．モータリゼーションに  

よる著しいマイカーの普及と道路整備で，鉄道輸送  

量（旅客・貨物）は大幅に減少した。とりわけ局地  

的な国鉄ローカル線は旅客の減少が顕著だったが．  
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された。全国一律な指標を機械的にあてはめ．不合  

理を承知で例外を認めず．線区の区間毎の細分（従  

来国鉄部内で実施）も考慮しなかった（例えば宗谷  

本線の名寄での分割）。このため．函館本線上砂川  

支線も当面の存続対象となった。国会審議での妥協  

策としての除外規定（「平均乗車距離30km以上」）  

で，道内では支庁聞達結路線（釧綱・留萌・日高線）  

が存続した。この際深名線は．並行路線バス（一部  

は存在）はおろか．道路さえ存在していない区間  

（母子里一名寄間）もあり．国鉄側が自ら廃止申請  

を取り下げた。こうした代替輸送手段がないための  

鉄道存続は，全国唯一の事例であった。このように，  

深名線は輸送密度が小さくても当面の存続対象とな  

り，その決定も他の保留路線（岩泉・名松線；JR  

が現在も運営）よりも前になされた（武田．1991）。  

号）深名線の廃止の前兆現象   

JR北海道による最初の鉄道廃止は．函館本線上  

砂川支線であった。この盲腸線（全長7km余り）は  

石炭運炭線として建設され，完全に並行するバスが  

15分毎に運行されたが，廃止時には実質的に鉄道  

はほとんど機能していなかった。また，関係自治体  

が2つと比較的廃止交渉が容易とみられて．JR側  

から廃止をもちかけずに，地元の出方を窺っていた。  

そこへ，上砂川町側からJRにショッピングセンタ  

ー建設に伴う上砂川駅の駅舎改築と移設が不用意に  

も打診されたため，JR側はそれを逆手に廃止交渉  

に持ち込んだ。この結果，交渉開始後1年に満たず  

に町は廃止に同意せぎるを得なくなった。この際．  

特定地方交通線の時の転換交付金は支払われなかっ  

た二1994年5日．札幌からの長大編成の臨時さよ  

なら列車が走る中，75年の歴史を閉じたのである。   

深名線についても，JRによる消極的運営で，鉄  

道廃止直前を印象付けていた〔まず，途中駅（乗降  

場）の廃止が行われた。駅周辺の開拓集落が既に挙  

家離村した蕗ノ台・白樺のみならず，新富では病院  

通いの高齢者を無視して駅が撤去された。当時幌加  

内町役場は事態を十分掌握できず．後日の新聞報道  

で納めて事後的対応をとるに至った。結局，役場で  

は住民の都合に合せて車で送迎することにした。ま  

た連行方法でも，ワンマン化されず，保安方式も原  

始的なダブレット閉塞方式のままであった。JR化  

後のダイヤ改正（改定）による勤預体制の見直しで．  

乗務員の朱鞠内での泊り勤務を止め，一日に所要の  

武田  

それは大正期の改正鉄道敷設法を根拠とし，建設に  

地元自治体自身の負担がなく，数多く敷設されたた  

めであった。国鉄線の鉄道廃止政策史では．1970  

年代の鉄道廃止（1968年の国鉄諮問委貝会意見書  

「ローカル線の輸送をいかにするか」）が契機；  

2600kmのバス転換勧告にかかわらず実際の廃止は  

盲腸線など11線121km）と，1980年代の特定地方  

交通線の大量廃止（国鉄再建法により実施）．そし  

て今回のJR北海道による鉄道廃止（上砂川支線・  

深名線），とに分けられる。このうち特定地方交通  

線廃止過程では，法律・政令で手続きの明確化，廃  

止対象路線の順序立てた処理（第1・2・3次）．  

手厚い転換交付金の支出とバス転換以外に第3セク  

ター鉄道化の可能性など．積極的側面をも内在させ  

た負の改葬であった。実際の展開では，国会通過後  

において具休的線区名の公表は，施策の基本方針は  

無修正（例えば廃止対象線選定基準）となるなど地  

元には厳しい内容だったため．地元側は猛烈な反対  

運動で激しく抵抗した。とりわけ道内では．法令上  

規定のない「長大4線」を「廃止承認の保留」とし  

て対策協議会の中断に持ち込んだが，鉄道存続は，  

中央政界での政治決着とJR北海道による特例的な  

援助を背景に池北線1線に限られた。この時期，国  

鉄の分割・民営化が決定的となり．分割後の新会社  

JRの処遇が不明確な中決定された。この際，特定  

地方交通線へ不認定となった線は庵止しないと公約  

されたはずであった（武田，1993）。   

新会社JR発足後の約5年間ほどは．バブル景気  

などによる好業績で，新たな鉄道廃止は行なわれな  

かったが（残りの保留特定地方交通線を除く）．景  

さAとう 気後退で状況は一変した。JR北海道は「三島」会  
社で赤字穴埋め用の経営安定基金の運用益が大幅に  

落ち込み，黒字幅が大きく圧縮し業績が悪化した。  

このため巨運賃値上げをはじめ，社員（人件費）削  

減の観点から，赤字路線の深名線廃止は重要な経費  

節減項目へと浮上した。事業者側は．ローカル線の  

円満な廃止を，秘かに検討していたことになる。  

2）JRによる深名線鉄道廃止への道程   

①深名線の今回廃止の背景   

今回廃止の深名線は．廃止対象路線（特定地方交  

通線）の選定方法における矛盾から生じた結果であ  

る。国鉄再建法（政令）に関係して，国鉄営業線区  

は幹線・地方交通線・特定地方交通線と明確に区分  
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気動車3両を旭川運転所から毎日回送する方式に変  

更されていた。JRは廃止前揮の路線について．な  

るべく利用可能性を減らして運営したが．廃止正式  

決定後はリゾート列車等の臨時列車を運転するな  

ど，極端な対応をした。さらに廃止提案前年の  

1994年2月には．積雪量も多くない中．除雪を口  

実に昼間の列車を4日間連休し．バス代行した。バ  

ス転換時の間増点をJRが把握すべく実施したと考  

えられる。その上JR部内では，地元の反対が顕在  

化しにくい廃止の仕方を「研究」していた。社員を  

研究生として大学に派遣し．廃止後を睨んだ転換策  

をアンケート調査等により研究がなされていた。地  

元住民の交通利用の意向と鉄道に関する意識を詳細  

に調査しており，研究自体は貴重なデータであった。  

（釘鉄道廃止と新聞報道   

そしてJR部内では．かつての特定地方交通線の  

廃止反対論議での教訓を十分「学習」した結果，廃  

止提案のタイミングの重要性を認識していた。地元  

に対して．反対論や地方自治体の発言をいかに鎖静  

化させるかに傾注した。地元の地方選挙戦での争点  

化を回避すべく，日程的に名寄・深川の首長や議員  

選挙を避けて廃止捷案している。廃止反対期成同盟  

会にも目を光らせ，団体が統一歩調を組めない状況  

にするなど，対策は巧妙を究めた。確かに．JRに  

は収益性確保の要請が相対的に強く，マイカー依存  

社会の進展で地元にも郷愁以外の実質的・軽済的交  

通機能が薄れローカル鉄道への熱意がさめた点も，  

反対運動のエネルギいが数滴になった要因であろ  

う。道庁サイドでも．横路知事は囁止に「理解」を  

示し（1995年1月）．事預当局も支庁間連絡などの  

機能を持たない単なる一地域のローカル線で．廃止  

もやむをえないとの判断に傾いていた。結果的には．  

民営移管をめぐって棚上げされたJRバス伊達線廃  

止問題よりも．鉄道廃止の方が先に決着するなど．  

かつての鉄道廃止反対運動とは．対応は大きく様変  

わりしたものとなった。   

そして，深名線廃止が現実のものとなる。1993  

年12月，北海道新聞は突然前触れもなくJR北海  

道が深名線を「息切れ」と報道。収支係数（百円の  

稼ぎに数千円のコストを要する）が強調されていた。  

今回の廃止問題は，地元誌・北海道新聞の情報が絶  

えずリードし，JRの代弁者となっていく。この段  

階でJR側は一応打ち消すが．存続の確約はせず廃   

止には含みを残すなど，地元に不安感を与えた。分  

割民営化後のJRに対して．利用者や一般国民側は  

常に断片的な記事に振り回されることになる。  

④正式廃止捷案と地元の対応  

1994年12月．JRは正式に地元へ廃止捷案した  

が，自治体など地元は冷静に対処した。JRはこの  

段階で7月廃止・全線JRバス転換・定期券差額補  

償などを想定していた。地元では．関連4自治体で  

深名線問題対萌協議会を設置（自治休首長・議会議  

長・商工会・農協・自治区等の長で構成）し．でき  

るかぎり統一歩調をとろうとした。そして，鉄道廃  

止に同意するかが検討された。とりわけ地元首長に  

とっては，廃止同意の意志決定は将来にわたって批  

判されかねないが，現実同額として廃止に同意しな  

い場合．さらに運行本数が削減されることを懸念し  

たとされる。議会や住民へ向けた経過説明も必ずし  

も十分とは言えない局面もあった。その上，駅がな  

い風連町や関連集落が一部に限られる深川・名寄両  

市も影響が決定的とは言えない状況もあった。とり  

わけ名寄市の桜庭市長（社会党出身）にとっては．  

熱心に取り組んだ名寄本線でさえ廃止されたという  

過去の「負の学習効果」もあり，今回の深名線廃止  

に関してあきらめが多分に見られた。また第3セク  

ター化での鉄路存続の模索もされなかった。地元議  

会による囁止反対決議も，JRによる「一方的な」  

廃止反対と，苦し競れな表現へとなった。こうして  

結局，廃止間圏は幌加内l町のみの同額へと収束し  

た。  

1995年1月の当初のJR側代替輸送案では．定  

期券差額補助とバス停は鉄道駅の倍にするものの．  

バスダイヤは現行の鉄道本数を基本とし．運賃も鉄  

道（地方交通線の賃率）からバス（近隣の北空知パ  

スの賃率に準拠）の体系へと変更するため，定期券  

では倍額にも跳ね上がることになった。地元側はこ  

の案の受け入れを拒否した（2～3月）。その後の  

交渉は．主として幌加内町が中心となった。深川に  

営業所．幌加内にターミナル・車庫．車両はリクラ  

イニング車（観光タイプ）．ステップの改良（高齢  

者対策）などが決まったが，車内トイレについては．  

汚物処理対策経費の関係で待合所へのトイレ設置で  

妥協した。その他．快速便の設定（時間短縮のため  

多度志からノンストップで道道を深川へ出る）やJ  

R周遊券で乗車が可能（統一光梶興の観点）とさせた。  
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しかし，冬期ダイヤでは若干の余裕を取ったのみで  

ある。この段階で地元側は．鉄道存続を断念し，鉄  

道廃止を念頭に代替輸送のバスのサービス水準を論  

点とした条件闘争に傾斜していた。  

JR側が代替バスの便数を従来の鉄道の約2倍と  

して利便性が増した段階で，地元は廃止に合意する。  

最終的に．JR側が「地域振興策」（特定地方交通線  

転凍時の転換交付金（キロ当たり2千万円）に類す  

る地元対策）を実施することで．決着へ向けて5月  

を目途に町内の説得と意見集約，協議会会長一任を  

取り付ける。5月のゴールデンウイーク直後に，地  

元は廃止合意を公表した（JR社長との廃止承諾書  

調印は5月16日）。地元自治体側による議会や住民  

への説明は，廃止受け入れ後で．地元議会も最終局  

面では廃止やむなしとの意見に集約が図られていた。  

また．6月に予定されていた深川市会議員選挙の前  

の決着でもあった。   

一方廃止反対運動では，地元幌加内町民の6剖が  

反対した署名があるが．これをJR側が受取りを拒  

否した。廃止合意後の5月21日，深川市で深名線  

廃止反対集会とデモ行進が行なわれた。しかし，広  

範に一般住民を巻き込んだものとは言えず，大きな  

力にはなり得なかった感がする。  

3）深名線のt終局面  

（卦深名線列車調査結果の概要   

日常的な深名線の最後の姿として，1995年6月  

1日（通常期平日）に列車乗客アンケート調査と役  

場インタビュー調査を行なった（岩見沢教育大学地  

理学学生が参加）。上記の目的で，朝の3本の列車  

（幌加内→深川∵朱鞠内→名寄・朱鞠内→l幌加内）  

の乗音数をカウントした。この中で．最も乗嘗の多  

い幌加内→深川の列車でも，乗客のほとんどが高校  

生と老人で占められ，40人弱であった【他2本の  

列車でも，同様な乗寄層が10人弱であった。この  

ように深名線では．利用者は通学生や高齢者など交  

通貧困者層に限られていて，公共交通はもはや末期  

的症状にあることを示すものであった。その後は廃  

止が決定していることもあって，休日特に育休みを  

中心に遠い都会からの乗客がどっと深名線に押し寄  

せ，車両を増結して運行されていて．地元住民は相  

対的に肩身の狭い状況となった。   

しかし．こうした日常的な乗車人数をそのままバ  

スへ移行させた場合，鉄道車両よりも′〈スは車両空  
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間的に狭く窮屈な状況にある。このため，幌加内か  

ら深川への通学高校生の一部は列車通学を諦め．深  

川に下宿を余儀なくされたという。こうした幌加内  

から深川へなどの通学は．地区の中心的進学校へ学  

区内周辺部から生徒が通学し．逆に中心地区の生徒  

でも学力の関係で周辺部の高校に通学せぎるを得な  

いという，学力格差に起因する通学形態の典型的事  

例である。ローカル線の鉄道・バスの最大の利用者  

は，高校生なのである。その他，JR化後の列車ダ  

イヤの間引きにより，町内最北部の母子里から役場  

のある幌加内へは列車利用では日帰りが不可能なダ  

イヤとなってしまった。このため町では，午前中の  

列車に接続させて朱鞠内～幌加内間についてはスク  

ールバスに鉄道運賃と同額で混乗させるなど，鉄道  

ダイヤでは対応できない状況も表われていた。この  

ように過疎地の交通問題は，既に教育・福祉の問題  

へと化していたのである（青木，1981）。  

（卦最終日の深名線  

1995年9月3日（日曜日）は，鉄道としての深  

名線最終日であった。鉄道廃止はイベントと化し．  

臨時列車増発と増結が行なわれた。当日の乗客層は  

非日常的な客層が多く．男子青年層（鉄道ファン）．  

年配の男女（お名残り乗車），家族連れの順で∴沿  

線にはマイカー乗車を利用した写真摘影者と．じっ  

と手を振る沿線住民の姿が目立った。   

一方．朱鞠内湖近くの湖畔駅横の．再建された光  

願寺前では，タコ労働による深名線鉄道工事犠牲者  

の追悼法要と．コンサート（伊藤多善雄氏ら）が行  

なわれたが．こちらの参加者の多くはマイカーを利  

用していて∴鉄道乗車とは無関係であった。この行  

事の主催者には，鉄道廃止への感慨はほとんど感じ  

られなかった。10両と長大絹成の最終列車は，紙  

テープが舞う雨の中，終着駅・深川へ向かった。   

翌日は転換バスの出発式が行なわれ，「アングル  

北海道」（NHK北海道・地方特集番組）でも．列  

車通学だった高校生が下宿などに転じたためバス兼  

官の減少が予想されていた。また廃止翌日から駅舎  

の閉鎖．踏切・線路その他の撤去が始まり，1か月  

ほどでほぼ完了した。その後，代替′ヾスの待合所や  

乗務員休憩所の建設が行なわれていった。  

4）なぜ鉄道反対運動はエネルギーを持ち得なか  

ったのか－自然保護連動との対比－  
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深名線廃止は，この地域の林業開発・ダム開発と  

いう資源収奪型開発の歴史からすれば用途の喪失で  

あり，地元住民対策さえ講ずれば廃止は当然という  

ことになる。その一方．時代から取り残され郷愁を  

そそる「産業遺産」は∴実際に鉄道の利便性を享受  

する大都市住民にとっては．新たに「レトロ」とい  

う「価値」を削り出した。しかし今回，囁止反対運  

動は必ずしも高揚することはなかった。   

一方．士幌高原道路建設反対など自然保護運動は．  

地球環境問題を追風に全国的な支持を受けている。  

この自然環境は，代替性がなくかけがえのないスー  

パー公共財で，絶対的な価値を有しているの考えら  

れる。しかし鉄道の深名線には，現状では代替性が  

存在する。この深名線以外に鉄道は全て廃止されて  

しまうなどモータリゼーションが極端に進まない限  

り，鉄道・深名線は蒸気機関車（C62ニセコ号）  

と同様に，価値を持つとは考えられていない。   

地元l幌加内では地元の交通確保対策で精一杯であ  

り，廃止鉄道の文化財的価値まで考える余裕はなか  

った。鉄道の囁止は．単に寂しい・マチのイメージ  

低下など消極的認識に留まっているのが現状であ  

り，ローカル線鉄道をナショナルトラストの対象と  

もなりうるような近代文明通産として認知するまで  

には至っていないのである。地元自治体の観光開発  

計画では．いまだに鉄道廃止問題の全国的な注目を  

生かすどころか．負の注目として等閑にさえされて  

いる。都会住民の鉄道への郷愁を実現することとは．  

地元にとって別問題と考えられていたのである。  

は，「道の駅」などの施設も建設が予定されている。   

幌加内町は．日本最低気温を記録したり．日本一  

のそば作付け面積を誇るなど，視点を変えた場合の  

話題性に富んでいる。また幌加内町の特色として．  

町内に独自に3大学とのパイプを有している点で  

も，ユニークである。まず．北海道大学雨竜演習林  

は．町域における大学演習林の占める割合からも，  

社会経済的にも大きな存在である。母子里には作業  

所と学生宿舎があり．毎年「冬山実習」等で農学部  

森林科学科を中心とする学生や研究者が訪れ∴実習  

や研究が行なわれている。名古屋大学応用電子研究  

所も母子里に立地しており．研究者の来訪や．観測  

などが行なわれている。北海道教育大学岩見沢校に  

関しては，常設の施設があるわけではないが．選択  

科目の「僻地・様式教育実習」が町内僻地指定の各  

小学校を舞台に合宿形式で行なわれている（母子里  

小については開校後中止になった）。   

大学研究と地元との交流に関しては，母子里在住  

のマチおこしを目指す有志によって，北海道大学と  

名古屋大学の施設については研究報告会の開催が計  

画されている。一方．北海道教育大学の事例に関し  

ては．任意で地域住民が教育実習生の学生への慰労  

会が手作りで催されている。しかし，オフィシャル  

な行事として，さらには大学間の連携が定着するま  

でには至っていないのが現状である。地域振興の観  

点でも，教育大学が果たすべき役割が，現状では残  

念ながらそれほど認知されていない感もする。  

2）幌加内町のマチおこし－特色ある手法の模索－  

1995年．幌加内町は注目を集めた前述の深名線  

廃止を中心に．イベントの多い官を迎えた。「Be－  

Pal」誌で全国的に紹介された「BePalキャンプ」  

では．全国各地から若者が訪れたが．母子里での廃  

校校舎の清岡萌にもなっているr、この母子里には．  

今後北大演習林から土地の掘供を受け．「日本最寒  

の地」記念公園の整備が予定されている。さらに母  

子里地区では．北大演習林を清岡した行事として  

ごさヾ・ 「紅葉回遊」（秋季）や「天使の囁き」・「演習林セ  

ミナー」（冬季）なども行なわれ，マチおこしを標  

擁する町民有志が運営を支えている。また政和地区  

では，日本一のそば栽培面積にちなんで「そばフェ  

スティバル」（貰李）も開催されている。   

幌加内町朱鞠内には，廃校となった小学校校舎を  

利用したユニークな宿泊体験施設「ふれあいの家ま  

3．幌加内町の現状とマチおこしの動向   

1）幌加内町の集落立地と大学とのかかわり   

幌加内町は，北海道中央部の空知支庁最北の町で  

あり．母子里では日本最低気温（一41c）を記錦する  

など気象条件は道内有数の厳しさである。周囲を山  

林（国有林（旧御料柿）や北大演習林）に囲まれた  

山村で．北部には電源開発のため作られた人造湖・  

朱鞠内湖があり．風光明美なため一帯は道立自然公  

園に指定されている。町内は過疎化が著しく進行し  

ており，過疎地の中でも僻地の「棲」的な様相を呈  

している（奈良他，1963・66；幌加内町，197朗。近  

年町は，政和地区の公営温泉施設「ルオント」を建  

設したが．これはかつて存在した温泉を復活させた  

ものである。今後この施設に隣接させた国道沿いに  

鵬197－   
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イメージは変革されたか   

4．おわりに  

本稿では．僻地教育実習が実施されてきた幌加内  

町における地域の特色について，鉄道の廃止とマチ  

おこしの現状から検討し．今後の地域振興策を分析  

する上でのチェックリストの提示を試みた。こうし  

たことを碁に，地元の地域住民と来訪者の交流の機  

会をいかに確保していくかが今後の検討課題であ  

る。このためには，地域の特色を生かした独自の地  

域振興と，教育・学習活動へのフィードバックが強  

く求められる。今後も幌加内町など過疎地域（僻地）  

のより一層の情報収集を進めていきたい。そして，  

こうしたマチおこしのさらなる展開と．教育大学の  

果たすべき新たな課題を期待したいものである。  
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どか」がある。この施設は体験を重視しており，主  

として都会の小学校児童を対象に，独特なプログラ  

ムが用意されている。例えば手すき和紙や笹紙づく  

りの他，夜中の崖下りや．旧名羽線鉄道跡のトンネ  

ルをナイトハイクして．こうもりを観察しようとす  

るものなど個性的であり，冒険的で刺激的内容も含  

まれる。この施設の支配人であるY氏は大手自動車  

メーカーの指術省から転身した人物であるが，仕掛  

け人・アイディアマン的センスの持ち主である。こ  

のように，身近な地域資源を奇想天外な発想のもと，  

プログラムとして何でも活用しようとするアイディ  

ア・姿勢には，大いに学びとる必要がある。こうし  

た実相ま，グリーン（エコ）ツーリズムに通じると  

ころがある。今日，大規模リゾー ト開発への反省か  

ら，休養のための草の棍型本来的リゾー トとして，  

グリーン（エコ）ツーリズムの推進が叫ばれている  

（武田，1994；阿部．1！粉3）。この耗念は．山間地  

域のリゾー ト開発論の原点であり，やり方によって  

は過疎化や老齢化の脱却など真の地域振興ともなり  

得るものである。そのためには，都会住民に魅力を  

抱かせるような，地元で特色ある自然や文化の解  

説・ガイドが行なわれ，そのためには担い手が必要  

である。しかし現状では，魅力的なコンセプトや人  

材の不足しており，発想の大きな転換が必要である。  

また，そうした観光収入が地元経済に算入され，さ  

らなる地域振興策へ活用される必要も指摘されよ  

う。こうした計画には．以下のようなチェック項目  

が考えられる。  

＊地元・提供者（農山村）側：  

（も構想・プログラムはいかに開始され，展開したのか  

②主な地元側Acterが誰で．その対象者はいかなる   

人々か  

④地元の住民・経済との関わりとして，地場産品と   

の連係は密接か  

④住民交流の進展度と，満足の度合いはどうか  

⑤地元での「合意形成」の成熟度や，郷土を自憎で   

きるかはどうか  

＊ビジター （都会）側：  

（D提供された活動プログラム・内容に満足したか  

②住民との交流の度合いと満足度はどうか  

G）自然体験を通じた環境保全意識は醸成されたか  

（む農山村地域に対して，都市住民として抱いていた  
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